
巻頭言

夢 ･うつつ
剛 は 淋起 石 井 康 一

新開や雑誌にマルチメディアという文字が頻繁に見られるように

なった 本誌にもそれを多佃的にとらえ/=特別′ト特髄が組まれてい

る 乍会からせrlE.]までIL.]じTl児が広く捌fj･を込めてE.T.旭になること

は,従火もなかったわけではないが.珍しいことである

数かJl前に郵政粥は ｢211lZ_紀の知的什会への改Irl'TIに向けて｣と

いう1F'J'報迎ィ.i姑食違整備プログラムのrrlで.マルチメディアのインー/

ラストラクチャとしての光ファイバ網を2010年までに紫備するLi1

両を,Tlした その中で1l.捕え辿ィ.-;.A盛無を附層化して戟高槻 (節EI柄)

に仙他糾 ･法秋)声を配し,これらはライフスタイルやワークスタイ

ルという形でjL呪化されるとしている.

マルチメディアというとき,LJジネスの此肘とプライベ-トの世

非では描くイメ-ジもかなり発なる_

ビジネスの"J.一卯では,感作に訴える部分がないとはいえないが,

原州はそのアプリケーションがもたらす情報や便利さの値打ちと利

用料金とのIX]係が価仲秋の准本である点に変りはない.7プリケー

ションの1lJ効性に対するnlL'.減と弟 rのBi範の変史は必紫だが,秋本

的な価1L/l観の変化が必要なわけではない むしろ企常T.lT勅にイJ効な

アプリケーションのf71).'lr.が鍵である

)J-プライベートの此非では.そのアプリケーションがLLi供する

十17軸や知識の価値もさることながら,その7プリケーションがどれ

だけ出かに感作をIl喝たしてくjl.るかがirl-姿である ビデオオンデマ

ンドが代表的アプリケーションといわれるゆえんである.いつでも,

研ながらにして.欲するfI-1戟 (L/デオ)に桜することができるとい

うことの価値が認言放されることが必%Tである また,佃仲秋の多様

化が進む小にあって, マルチメデイ7が一帖的な流行としてではな

く耕綻的に受け入れられ,それによってライフスタイルが変るほど

になるためには,T,Ei†)tされる1I■J報の中身や1,rl快のノ)法がよほど魅ノJ

のあるものでなければならないであろう

もう-つ大切なことは,l1.I.,JJh:なバーチャルリ7リティを可能とす

るマルチメディアに人が操作されるのでなく,人がi:休的にマルチ

メディアをTtTI用するという利用形態の健乍rlである 夢 (vH=Lua)T
とうつつ (Rea一)とが識別されつつそれぞれの良さがrlT.JHされなく

てはなるまい

rIB杓でも新ILl代適ィ.手綱ijI験協演会による'実験が始まっているが.

その成nl-に)gJ待すると共に.いろんな側L(liをもつマルチメディアが

健全にバランスよく発JjiL,彰が税犬̀のものとなって,止の新たな

ビジネスと文化の創造となるよう鰍うものである_


